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みんなでつくる情報板

わかやまイベントボード
●ポピュラーカーニバル
　和歌山の学生や社会人による
バンドが、ロックや弾き語りを
披露します。フリーマーケット
も同時開催。
日時　5月 3日（水・祝）
　　　10:00 ～
場所　片男波公園野外ステージ
入場料　無料
問い合わせ　サウンドピープル
わかやま（073-444-1074）
備考　雨天時は翌日に順延

●図書館バックヤード見学～親
子の部～
　いつも入ることができない図
書館のバックヤードに潜入して
見学ができます。
日程　5月 7日（日）10:30 ～、
　　　14:00～ の2回（各60分）
場所　和歌山県立図書館
内容　①県立図書館についての
お話、②地下書庫や古文書など
の見学、③図書館司書の仕事を
知って体験
参加費　無料
対象　和歌山県内在住の小学生
と保護者
定員　各 10 組（申し込み必要・
先着順）
締め切り　5月 4日
問い合わせ・申し込み　和歌山
県立図書館サービス課（073-43

6-9500・FAX 073-436-9511）

●キャベツ畑でモンシロチョウ
やアオムシを探そう
　子どもたちによるチョウ探し
イベントです。
日程　5月 7日（日）
　　　9:30 ～ 11:30
場所　和歌山市四季の郷公園ネ
イチャーセンター
参加費　1人 100 円
対象　3～ 5歳児
定員　60 名（申し込み必要）
持ち物　ビニール袋と作業用の
手袋を持参
問い合わせ・申込み　四季の郷
公園ネイチャーセンター（073-
478-3707）

●ゴールデウィーク無料開放
　　大型連休、体力づくりにい
かがですか。
日程　4月 30 日（日）
　　　10:00 ～ 17:00
場所　和歌山市民温水プール
入場料　無料
持ち物　水着とスイミング
キャップは持参ください。
問い合わせ　市民温水プール
（073-455-8022）
備考　利用は 1 人につき 2 時間
までとなります。

和歌山を創る新聞

かつくわ隔週金曜掲載
　　　 特定非営利活動法人
　　　 わかやまNPOセンター
〒640-8331 和歌山市美園町 5-6-12
TEL 073-424-2223　FAX 073-423-8355
E-mail info@wnc.jp  URL http://www.wnc.jp/
編集　志場 久起
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。
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回
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齢
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３
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齢
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５
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台
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８
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齢
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３
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和歌山市の高齢化の現状…一人暮らし高齢者が急増
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し
た
。
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齢
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。
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か
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く
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３
６
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り
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げ
ま
し

た
が
、
和
歌
山
県
は
介
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介
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６
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％
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介
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い
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仮
に
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仮
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し
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す
と
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全
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口
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４
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人
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う
ち
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要
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援
ま
た
は

　第 159 号で、2015 年（平成 27 年）国勢調査のデータをもとに、ここ最近の和歌山市の人口動態を探りました。人口の減少傾向は一部の年齢層で鈍
化しているものの高齢化は進行しているということをご紹介しました。今回は高齢者の状況をもう少し掘り下げてみました。そうしたところ、一人暮
らしの高齢者が急増していることがうかがえました。
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介
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て
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介
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。
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介
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け
る
と
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加
す
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あ
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そ
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大
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和
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一
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を
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し
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1
万
人
を
超
え
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と
な
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い
る
な

か
、
で
き
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限
り
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保
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に
頼
ら
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、
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せ
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。
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。
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とはわかつく
和歌山県内で NPO（民間非営利組織）の支援を
おこなっている「わかやま NPO センター」の
責任編集で、市民のみなさんによる公益的な活
動や、これからのまちづくりに必要と思われる
様々な情報を隔週連載でご紹介する紙面です。
2013 年 4 月以降のバックナンバーはわかやま
NPOセンターウェブサイトで公開中。

【目標 6　すべての人々に

水と衛生へのアクセスと

持続可能な管理を確保す

る】

　目標 6 は生活に欠かせ

ない「水」について取り

上げられています。

　2030 年までの目標として、①すべての人が安全

かつ安価な飲料水を確保できること、②すべての人

が適切な下水・衛生施設を利用できるようにする

とともに野外での排泄をなくすこと、③汚染の減少

や有害物質の放出の抑制等により世界的規模で水

質を海戦させること、④水利用の効率を改善させ水

不足に対処するとともに、水不足に悩む人を大幅

に減らすこと、⑤国境を越えた水資源の管理をおこ

なうこと、2020 年までの目標として⑥水に関する

生態系の保護・回復をおこなうこと、が掲げられ

ています。

S D
G を知ろう　⑧

国連・持続可能な開発目標
s

　また行動目標として、⑦開発途上国における様々

な水資源の開発・再利用・管理、衛生分野等の活

動への支援を拡大すること、⑧水と衛生の管理に関

する地域コミュニティの参加を支援する、が挙げ

られています

◆　　　◆　　　◆

　SDGs では、社会的・経済的発展への鍵は、地球

の天然資源の持続可能な管理にある、としていま

す。この一環として、水不足や水質汚濁だけでは

なく、砂漠化や干ばつへの対策も強化することと

定めています。

　水不足や劣悪な水質、衛生施設の不備は、食料

の安定的な確保だけではなく、就業や教育の機会

に悪影響を及ぼします。水質と職業・教育とは一

見直結はしないようにみえますが、貧困地域では

水を運ぶことが女性や子どもの重要な労働として

位置づけられていることも多く、結果として就業

や教育の機会を奪うことにつながると指摘されて

います。したがって、水問題の解決は経済や教育

環境の改善にもつながると期待されています。

◆　　　◆　　　◆

　WHO（世界保健機関）とユニセフの推定による

と「安全な飲料水にアクセスできない」人は年々

減少しているものの、2010 年現在でまだ世界の総

人口の約 1割、約 8億人います。

　なお「安全な飲料水へのアクセス」とは「1km

以内に一人 1 日 20 リットルの水を確保できる場

所がある」ということが定義されていることから、

飲料水を確保するために徒歩で水を運んでいる人

も少なくないものと思われます。

　また、25 億人がトイレを利用できないとみられ

ており、これは水質汚濁にもつながっています。

有害物質を含む河川で水を入手するようなケース

もまだまだみられています。

◆　　　◆　　　◆

　このままの状態が進むと 2050 年までに世界の

人口の 4 人に 1 人が水不足を抱える国で暮らすこ

とになると警告しています。日本国内でも発展途

上国に井戸を贈る活動をおこなっている NGO が複

数あります。

　少しでも多くの人々が安心できる水環境を確保

できるように、わたしたちにもできることはあり

そうです。
このほかの情報もたくさん掲載！
「わかやまイベントボード」 

URL http://eventboard.shiminjuku.jp/
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2005 年の時点で 75 歳以上の一人暮らしの方の
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【出典】和歌山市企画課ウェブサイトより、国勢調査の結果を元にした分析
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【出典】和歌山市企画課ウェブサイトより、国勢調査の結果を元にした分析

30,850
34,157

37,130

47,152 48,36920 年で約
1.6 倍に

1995 年 2000 年 2005 年 2010 年 2015 年

全年齢の単身世帯数の推移


